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英語における未来時を表す進行形の意味















いる(安藤2005:68-69， Jespersen 1931: 3，柏野1999:1， Quirk et al. 1985: 176)。それに対して、



















2. 1 be going to 
英語には未来時を表すための形式が多くあるが、 Leech(2004: 55)はその中でも重要な形
式として、 Iwill/shall +原形動詞」、 begoing to、現在進行形、単純現在時制、未来進行形を
挙げている。本章では、これらのうち、本稿で扱う進行形を含む形式の意味について記述文
法的な視点から説明する 2)。
まずbegoing toの意味について述べるoLeech (2004: 58)は、この形式には「現在の状況
の結果としての未来J(FUTU阻 ASOUTCOME OF PRESENT CIRCUMSTANCES)という意
味があると述べている。そして、この一般的な意味は、文脈によって、 (la)のような「現
在の意図の未来における結果J(THE FUTU阻 OUTCOMEOF PRESENT INTENTION)、あ






(1) a.‘What are you going to do today?'‘l'm going to stay at home and write leters.' 
b. She's going to have twins. (i.e‘She's already pregnant') 






者には微妙な意味の違いがある。 2.1で述べたように begoing toは現在の「意図Jや「原因J
がヲ|き起こす未来の出来事を表しているが、現在進行形が表しているのは、現在の「計画」
や「取り決めJ(arrangement)から予期される未来の出来事である (Declerck1991: 92) 0 3.1 
で見る単純現在時制の予定未来の用法とは異なり、現在進行形の場合は、主語の指示対象が
未来の状況に対して制御 (control)を有するという含意がある (Declerck1991: 92) 0 (2)を
見てみよう。
(2) a. She's getting married this spring. 
b. The Chelsea司Arsenalmatch is b巴ingplayed next Saturday. Leech (2004: 61) 
(2a)は結婚することがすでに決まっており、 (2b)はサッカーの試合が行われることがすで
に決まっていることを示している。
~ ) この他に未来時を表す形式としては、 ib巴 aboutto + InfinitiveJ、ibeon the point of VingJ ibe destined to 
+ IntinitiveJ、ibeto + InfinitiveJゃ、 can、may、must、should、mightなどの法的意味を含む助動詞がある。




be going toと現在進行形の違いは、 (3)のペアに現れている。
(3) a. I'm going to take Mary out for dinner this evening. 
b. I'm taking Mary out for dinner this evening. Leech (2004: 62) 




(4) I'm sorry， I'd love to have a game ofbilliards with you， but I'm taking Mary out for dinn巴r.





であるということを表す (Leech2004: 66， Swan 2005: 195)。
(5) a. This time next week they will be sailing across the North Sea. 
b. Don't phone me at 7 o'clock -1'1 be watching my favorite TV programme. 




(6) a. 1'1 be writing to you soon. 
b. ¥司lenwill you be moving to your new house? 
c. Next week we'lI be studying Byron's narrative poems. 
d. The parties will be meeting for final negotiations on July 25th. Leech (2004: 67) 
Leech (2004: 67)によると、これらの文の未来進行形は、予測された出来事が関係者の意志
や意図とは無関係に起こるだろうということを表している。また、 Declerck(1991: 116) も
Leechと同じような意味規定をしており、未来進行形は、 (a)進行相が合意されず、 (b)純












(7) a. 1'1 drive into London n巴xtweek. 
b. 1'1 be driving into London next week. 
c. Will you put on another play soon? 







と情報を求めているだけなので、 (7c) よりも気配りのきいた丁寧な質問になる (Declerck







時間に一致していることを示す形式であると分析されている (Langacker2008: 157， 534) 3) c 
多くの場合はこの説明が当てはまるが、現在時制は (8)のように、未来の事態、過去の事態、
時間を超越した事態をプロファイルすることもある。
(8) a. The party starts at midnight. [scheduled future] 
b. 1 get hom巴lastnight and see a note on my door. [historical present] 



















(9) a. 1'1 tel you ifit hurts. 
b. When the spring comes， the swallows will return. 
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? ??????(10) a. She absolutely will not sign the waiver. 
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ると考えられている。この点を、 Langacker(1991: 207・211，2008: chs. 3・5)に基づいて説明
する。まず現在分詞は、(l1a)のように進行形の一部、(l1b)のように名調修飾要素、(l1c)
のように文副調として使われる。
(11) a. A monkey is climbing th巴tre.
b. The monkey climbing the tre is very cute. 


























4 )言語表現はモノ (thing)か関係 (relationship)のどちらかを表す (Langacker2008: 67)。モノや関係なと¥























4. 1 be going to 
本章では、進行形 (be-ing)を含み未来時を指す英語の形式 (begoing to、現在進行形、
未来進行形)が表す意味を、認知文法の枠組みで考察する。まずbegoing toについて述べる。
2.1で述べたように、記述文法では、 begoing toは(12a)のような「現在の意図の未来にお
ける結果J(THE FUTURE OUTCOME OF PRESENT INTENTION)、あるいは (12b)のよう
な 「現在の原因の未来における結果J(THE FUTURE OUTCOME OF P阻 SENTCAUSE)を
意味すると説明されている。
(12) a.I'm going to learn to fly 
b. I'm going to be a grandmother soon. Radden and Dirven (2007: 224) 
be going toが未来を指すことについては、メタ ファーによ る説明と主観化によ る説明があ
る。まず、メタファーによ る説明についてであるが、 Raddenand Dirven (2007: 224)による
と、この形式の意味は、人が未来に向かつて移動していくという時間に関する文化モデルに

















一方、 Langackerは主体化 (subjectification)の観点から、 begoing toに見られる移動の意
味から未来の意味への拡張を説明している。主体化とは元々の客体的意味が希薄化して、そ
れに内在していた主体による概念操作に関わる主体的意味が顕在化してくることである
(Langacker 2000: 297・299)0 (13)を見てみよう。








化によって、(a)の意味から (b)の意味へ拡張したのである。つまり 、begoing toは未来
の意味を表す場合、時間的経路を辿る心の働きを表しているのである(図4.1)。
(13) Sam is going to mail the I巴抗日r.
be goingto? 
Maximnl Scope 










t 、tiIJ / 
begoing to 
ず



















































ー (trajector)、2番目に際立つ参与者をランドマー ク (Iandmal'k)と呼んでいる (Langacker2008: 70-73)。







(15) a. This time next week they will be sailing across the North Sea. 
b. Don't phone me at 7 o'clock -I'l be watching my favorite TV programme. 






(16) a. Jessy Nonnan's tour is almost done. She'll soon be leaving for good. 
b. Don't worry， we'll be handling al your problems tomorrow. 
Radden and Dirven (2007: 225) 
2.3でも述べたが、この用法の未来進行形は、 (a)進行相は合意されず、 (b)純粋な未来を
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